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　試作やホビー，マイコンの学習用として便利な
M5Stack ATOMシリーズには，センサやディスプ
レイなど，マイコンに接続して使用できるさまざま
な拡張デバイスが用意されています．本稿では日本
国内でも発売されたATOM Displayを紹介しつつ，
マイコンがディスプレイに画像を表示する仕組みを
2回に分けて解説します． （編集部）

● フルHDでディスプレイ出力できるマイコン・
ユニット

M5Stack ATOMシリーズ（M5Stack社）の製品とし
て，HDMIケーブルを介したディスプレイ出力機能を
持つATOM Displayが発売されました（写真1）注1．
▶M5ATOMに搭載するマイコンはESP32

M5Stack ATOMシ リ ー ズ に はESP32マ イ コ ン
（Espressif Systems）が搭載されています．ESP32は
コスト・パフォーマンスが高く，数百～ 1,000円台で
入手できるマイコンとしては処理能力の高いプロセッ
サ（最高動作周波数240MHzのデュアル・コア）と，
ほどほどの量のメモリ（200Kバイト程度をユーザが
利用できる）を搭載しています．

　しかし，このマイコンでハイビジョン画像を扱える
ほどの性能はあるでしょうか．画像データは，解像度
1280×720の16ビット・カラーでも2Mバイト近い
データ量になります．解像度1920×1080（フルHD）
の24ビット・カラーともなると6Mバイトを超えま
す．ESP32の内蔵メモリだけではとても扱えるデータ
量 で は あ り ま せ ん． そ の た めATOM Displayは

（a）HDMIコネクタを装備 （b）HDMIケーブルを接続

写真1　マイコンからHDMIディスプレイを扱えるATOM Displayの外観
小型のサイネージ・コントローラが作れる

HDMI 
コネクタ

M5Stack ATOM（ESP32
マイコンを内蔵）

ATOM Display

写真2　マイコンで作った画面をHDMI経由で大画面に表示できる
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ライブラリとFPGA回路の開発者が
フルHD描画処理の流れやアルゴリズムを解説

M5Stack ATOM×FPGAで学ぶ…M5Stack ATOM×FPGAで学ぶ…
マイコン画像描画のしくみマイコン画像描画のしくみ
ハードウェア構成と矩形描画前編

注1：2022年5月時点ではスイッチサイエンスにて販売されている
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